
新キャンパス(2014年完成)

21世紀は環境と食料の世紀。環境保全と持
続的で高生産の食料生産を両立させること
が求められています。当分野は「環境にや
さしい持続的な作物生産技術の開発」を目
的として、野外での研究を中心に未利用有
機物、廃棄物の循環利用、微生物や植物を
利用したリンの再利用、環境や生きものに
やさしい農業などに関する研究を行なって
います。

東日本大震災からの再生

この効果を検証するため、宮城県
の岩沼、東松島、石巻など現地
の水田で実際に調査を行ってい
ます

森林の放射性セシウム分布と挙動

牧草地の放射性セシウム分布

津波被災農地の回復

←更新の様子

お花見

新キャンパス(2014年完成)

新キャンパス内部の様子

学生部屋(新キャンパス)

上空からの様子

2011年の福島原発事故により大量の放射性物質が飛散し、
農地のみならず牧草地や森林も汚染されました。
川渡フィールドセンターでは間伐強度の異なるスギ林が設定さ
れており、この間伐の違いによって土壌や落葉層のセシウム濃
度や、セシウムの動く速度が異なるか、などを調査しています。

牧草地では、根が”マット”のように表層に浅く
広く広がっており、地表近くにとどまるセシウム
を容易に吸収します。この対策として、セシウム
を含まない深くの土壌を表面へと反転させる、
草地更新が進められています。しかし、更新後
の放射性セシウムの動きについてはよくわかっ
ていません。

深さ30㎝の
土を反転



作物生産に欠かすことのできないリン酸肥料の原料であるリン鉱石は有限資源であり、肥料中のリンの利用率
向上や土壌蓄積リンの利用が重要な課題となっています。リン資源を有効利用することは、持続的な作物生
産につながります。私たちは、微生物の利用・根の形態という観点から、研究を進めています。

根粒菌は、マメ科と共生し
て大気中の窒素を固定し
て植物に供給します。窒
素固定には、多くのリン酸
肥料が必要です。

限られたリン資源の有効利用 ～持続的な作物生産を行うために～

菌根菌は、植物の根に共生し、土壌中か
らリンを吸収して植物へ供給します。菌根
菌が共生すると生育が促進されるという報
告がありますが、菌糸と根の伸長を比較し
て、どちらが効率的にリン吸収するかにつ
いて、研究を進めています。

アーバスキュラー菌根菌

菌根菌と助け合って作物
のリン吸収を助ける細菌
（フィチン分解菌）について
も研究しています。

根粒菌

ダイズの根粒形成の
違いとリン酸レベル
がどうダイズの養分
動態に影響するの
かについて調査して
います。

堆肥の適切な活用 ～環境の保全と作物の品質向上を目指して～

・酸性条件で生ごみなどを堆肥化した新タイプのコンポスト
（通常はアルカリ性）で雑草を抑制する効果を発見。
・アシドロコンポストを作る過程では、通常のコンポスト化に比
べ、臭気の発生が少なく、アンモニア揮散を抑制できるため、
環境への負荷が少ないと期待されています。

アシドロコンポスト低硝酸野菜と堆肥

 作物の生産には窒素が必要不可欠ですが、
過剰な肥料の投入は作物中の硝酸含量を
増加させ(健康へのリスクが増加し品質の低
下に関係します)、地下水の汚染など環境へ
も悪影響を与えます。

 宮城県登米市にある農業
法人では堆肥の連用施肥
で小松菜が栽培されており、
その品質と堆肥の関係に
ついて調査を進めています。

えぐみが少なく
とってもおいしい！

でもなんで!?

田んぼで生きものを守る ～農業と生きものは共存できるか？～

イトミミズ類

イトミミズの力

コメの生産量が増加
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現在行っているテーマ


